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（
は
じ
め
に
）

　
最
近
、
永
田
町
や
霞
ヶ
関
で
は
、「
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ

化
」
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  「
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
」
と
は
、
空
き
家
や
空
き
地
が

ラ
ン
ダ
ム
に
発
生
し
、
都
市
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
経
済
活
動
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

非
効
率
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
等
を
招
く
と

し
て
、
そ
の
対
策
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
「
ス
ポ
ン
ジ
化
」
と
い
う
現
象
は
、
何
も

都
市
に
限
っ
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
地
（
田
園
）

や
山
林
で
も
、
荒
廃
が
進
展
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。

　
そ
の
原
因
は
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
や
、
土
地
所
有
者

の
利
用
意
識
の
低
さ
な
ど
に
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
今
抜
本

的
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
我
が
国
の
土
地
利
用
は
、

修
復
で
き
な
い
状
況
に
陥
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
の
現
状
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
　
深
刻
化
す
る
空
き
家
問
題
～
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化

（
空
き
家
率
は
　
・
５
％
）

１３

　
ま
ず
、
深
刻
化
す
る
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
見
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
総
務

省
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
平
成
　
年
、
全

25

国
の
空
き
家
戸
数
は
、
約
８
２
０
万
戸
と
、
過
去
最
高
を

更
新
し
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
総
住
宅
戸
数
に
占
め
る
空
き
家
の
割
合
は
、　
・
５
％

１３

で
す
か
ら
、
極
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
も
っ
と
も
、
空
き
家
の
う
ち
約
６
割
は
、
借
り
手
や
買

い
手
を
募
集
中
の
賃
貸
・
売
却
用
住
宅
で
す
の
で
、
一
応

管
理
は
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
空

Ⅰ
　「
ス
ポ
ン
ジ
化
」
す
る
日
本

　
　
～
空
き
家
、
耕
作
放
棄
地
、
山
林
の
荒
廃

1



き
家
は
、
約
５
％
程
度
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
相

当
な
数
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

（
特
に
地
方
に
お
い
て
深
刻
）

　
こ
の
空
き
家
問
題
は
、
図
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
特
に

地
方
に
お
い
て
深
刻
で
す
。

　
そ
し
て
、
空
き
家
が
そ
こ
ら
中
に
出
現
す
れ
ば
、
保
安

上
も
、
衛
生
上
も
、
ま
た
、
景
観
上
も
大
き
な
問
題
と
な

り
ま
す
。

　
平
成
　
年
４
月
８
日
、
松
山
刑
務
所
の
大
井
造
船
作
業

30

場
か
ら
逃
走
し
た

平
尾
受
刑
者
は
、

身
柄
が
確
保
さ
れ

る
ま
で
の
　
日
間

23

の
う
ち
　
日
間
、

１８

尾
道
市
の
向
島
に

潜
伏
し
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
向
島
は
、

現
住
８
９
０
０
戸

に
対
し
、
空
き
家

が
１
１
０
０
戸
あ

り
、
こ
の
問
題
が
、

捜
索
を
困
難
化
し

た
こ
と
は
、
記
憶

2

（図１）

（図２）

都道府県別空き家率（二次的住宅を除く）　（平成20年、25年）
空き家率の低い都道府県空き家率の高い都道府県

平成20年平成25年平成20年平成25年
13.2％9.1％宮 城 県116.2％17.2％山 梨 県1
9.8％9.8％沖 縄 県214.5％16.9％愛 媛 県2
10.6％10.1％山 形 県315.7％16.8％高 知 県3
10.3％10.6％埼 玉 県414.9％16.6％徳 島 県4
10.0％10.6％神奈川県515.1％16.6％香 川 県5
10.8％10.9％東 京 都614.8％16.5％鹿児島県6
12.4％11.0％福 島 県716.5％16.5％和歌山県7
11.6％11.6％滋 賀 県814.6％15.6％山 口 県8
12.0％11.9％千 葉 県914.2％15.4％岡 山 県9
10.7％12.0％愛 知 県1013.7％15.3％広 島 県10



に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。　

２
　
増
加
す
る
耕
作
放
棄
地
～
田
園
の
ス
ポ
ン
ジ
化

（
減
少
す
る
農
地
面
積
）

　
田
園
に
お
い
て
も
、
ス
ポ
ン
ジ
化
は
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
耕
作
放
棄
地
の
問
題
で
す
。

　
我
が
国
の
農
地
面
積
は
、
か
つ
て
は
６
０
０
万
　
を
維

ha

持
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
　
年
以
降
年
々
減
少
、
現
在

40

で
は
、
４
５
０
万
　
を
割
り
込
む
ま
で
に
な
っ
て
し
ま
い

ha

ま
し
た（
図
３
）。　
年
間
で
１
５
０
万
　
も
減
少
し
た
主

50

ha

な
要
因
は
、
農
地
の
転
用
（
商
業
施
設
化
な
ど
）
と
耕
作

放
棄
地
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
農
地
の
無
秩
序
な
転
用
に
つ
い
て
は
、
最
近

は
相
当
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ

て
お
ら
ず
、
近
年
は
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ

3
（図３）



の
結
果
、
現
在
、

総
農
地
面
積
４
５

０
万
　
の
外
数
で

ha

す
が
、　
万
　
強

40

ha

と
、
約
１
割
の
農

地
が
荒
廃
し
て
し

ま
い
ま
し
た
（
図

４
）。

（
土
地
持
ち
非
農

家
等
所
有
の
耕
作

放
棄
地
が
増
加
）

　
図
４
を
も
う
一
度
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
特
に
問
題
な
の
は
、「
土
地
持
ち
非
農
家
」

所
有
の
耕
作
放
棄
地
の
面
積
増
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
耕
作
放
棄
地
の
問
題
は
、
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
の

農
地
が
打
ち
捨
て
ら
れ
る
問
題
と
捉
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

土
地
持
ち
非
農
家
等
に
よ
る
耕
作
放
棄
は
、
状
況
を
異
に

し
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
親
が
高
齢
で
今
ま
で
耕
作
し
て
き
た
比
較

的
条
件
の
良
い
農
地
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
土
地
を
相
続
し

た
子
供
が
、
す
で
に
独
立
し
、
都
市
で
別
の
生
業
を
営
ん

で
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
地
が
耕
作
放
棄
地
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
昨
今
は
、
た
と
え
優
良
農
地
で
あ
っ
て

も
、
打
ち
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
田
園
の
ス
ポ
ン
ジ
化
」
は
、
現
在
急
速
に
進
ん
で
い
ま

す
。

　
耕
作
放
棄
地
は
、
衛
生
上
も
問
題
で
す
。

　
ま
た
、
害
虫
や
有
害
鳥
獣
の
棲
み
処
に
な
っ
て
し
ま
い
、

隣
の
農
地
を
耕
作
す
る
農
家
が
、
肥
料
や
農
薬
で
自
分
の

農
地
を
手
入
れ
し
て
も
焼
け
石
に
水
で
、
営
農
は
極
め
て

非
効
率
に
な
り
、
耕
作
を
続
け
よ
う
と
す
る
意
欲
に
水
を

差
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

4

（図４）



３
　
打
ち
捨
て
ら
れ
る
山
林
～
「
ス
ポ
ン
ジ
化
」

と
言
う
よ
り
も
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
化
」
？

（
森
林
大
国
日
本
）

　
日
本
は
、
森
林
大
国
で
す
。
国
土
面
積
の
約
７
割
以
上

の
２
５
０
０
万
　
を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

ha

　
森
林
は
、
大
き
く
、
人
工
林
と
天
然
林
に
分
け
ら
れ
ま

す
が
、
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
人
工
林
で
す
。

　
天
然
林
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
自
然
に
形
成
さ
れ

た
山
林
で
す
。
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
白

神
山
地
や
富
士
山
麓
の
青
木
ヶ
原
樹
海
な
ど
、
人
の
手
を

加
え
ず
に
形
成
さ
れ
た
広
葉
樹
林
が
多
く
、
色
々
な
木
が

育
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
に
は
、
１
５
０
０
万
　
ほ
ha

ど
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
森
林
は
、
伐
採
に
よ
る
木
材

の
生
産
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
特
に
人
の
手
を

入
れ
な
く
て
も
、
森
林
の
再
生
サ
イ
ク
ル
は
あ
る
程
度
有

効
に
機
能
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
１
０
０
０
万
　
の
人
工
林
は
、
木
材
の

ha

生
産
を
目
的
に
植
林
さ
れ
た
森
林
で
す
。
杉
、
檜
な
ど
、

建
材
用
の
針
葉
樹
を
、
稠
密
に
植
林
し
て
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
植
林
後
、
木
が
成
木
に
育
つ
数
十
年
後
に
は
伐
採

さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

（
放
置
さ
れ
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
化
す
る
人
工
林
）

　
戦
後
我
が
国
は
、
復
興
期
の
木
材
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
全
国
的
に
大
規
模
な
植
林
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
の
建
築
に
は
、
安
い
輸
入
材
が
用
い
ら
れ
、
人
工
林

は
、
手
入
れ
や
伐
採
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
、
植

林
さ
れ
た
木
々
は
、
育
ち
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
人
工
林
の
木
材
の
蓄
積
量
は
、
面
積
は
天
然
林
の

３
分
の
２
に
過
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
、
天
然

林
の
１
・
６
倍
ま
で
増
体
し
て
し
ま
い
ま
し
た
（
図
５
）。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
育
ち
す
ぎ
た
杉
や
檜
の
存
在

が
、
国
民
病
と
も
言
わ
れ
て
い
る
花
粉
症
の
蔓
延
を
招
い

て
い
る
わ
け
で
す
。

5



　
林
業
白
書

に
よ
れ
ば
、

我
が
国
の
１

年
間
の
森
林

伐
採
量
は
、

総
蓄
積
量
比

で
０
・
　
％
53

と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
中
最
低

で
す（
図
６
）。

　
で
す
か
ら
、

我
が
国
で
は
、

天
然
林
・
人
工
林
の
合
計
で
は
、
約
２
０
０
年
に
１
回
し

か
伐
採
の
手
が
入
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
伐
採
対
象
と
な
る
森
林
は
、
専
ら
人
工
林
な
の
だ
か
ら
、

何
を
大
げ
さ
な
と
い
う
意
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

伐
採
さ
れ
る
の
が
人
工
林
の
み
と
仮
定
し
て
計
算
し
て
も
、

平
均
で
１
１
７
年
に
１
回
し
か
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
高
温
多
湿
な
我
が
国
で
、
人
工
林
の
み
を
伐
採
す
る
と

6
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（図５）
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（図６）



少
な
め
に
見
積
も
っ
て
も
、
１
１
７
年
に
１
回
し
か
伐
採

が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、「
ス
ポ
ン
ジ
化
」
と
言
う
よ
り
も
「
ジ
ャ
ン
グ

ル
化
」
に
近
く
、
ま
さ
に
日
本
の
森
林
が
荒
れ
放
題
に
な

り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ⅱ
　
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
そ
の
問
題
点

　
こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
で
は
、
都
市
、
田
園
、
森
林
を

問
わ
ず
、
深
刻
な
「
ス
ポ
ン
ジ
化
」
が
急
激
に
進
ん
で
い

ま
す
。

　
も
っ
と
も
国
も
、
全
く
対
策
を
講
じ
て
こ
な
か
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
空
き
家
対
策
や
「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
」

対
策
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
い
く
つ
か
の
対
策
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
以
下
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
　
空
き
家
対
策
法
の
内
容
と
問
題
点

　
　
空
き
家
対
策
法
の
内
容

（１）　
平
成
　
年
、
深
刻
化
す
る
空
き
家
問
題
に
対
処
す
る
た

26

め
、
議
員
立
法
に
よ
り
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」（
以
下
「
空
き
家
対
策
法
」
と
言
い
ま
す
。）

が
成
立
し
、
平
成
　
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

27

　
空
き
家
対
策
法
の
施
行
に
よ
り
、
市
町
村
長
は
、
保
安

上
危
険
が
あ
る
な
ど
の
「
特
定
空
家
等
」（
以
下
「
特
定
空

き
家
」
と
言
い
ま
す
。（
注
））
に
つ
い
て
、
空
き
家
の
所

有
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
（
解
体
、
修
繕
な
ど
）
を
行

う
べ
き
こ
と
を
助
言
・
指
導
、
勧
告
及
び
命
令
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
所
有
者
が
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
市
町

村
長
が
解
体
等
の
代
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
所
有
者
不
明
の
空
き
家
の
場
合
も
、

公
示
等
の
手
続
き
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
略
式
代
執
行
を

7



行
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

注
）「
特
定
空
き
家
」
と
は
、
空
き
家
対
策
法
で
、
次
の
状

態
に
あ
る
空
き
家
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険
の

お
そ
れ
の
あ
る
状
態

○
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
状
態

○
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
で
著
し
く
景
観
を
損

な
っ
て
い
る
状
態

○
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
放
置
す
る
こ

と
が
不
適
切
な
状
態

　
　
空
き
家
対
策
法
の
限
界

（２）　
鳴
り
物
入
り
で
成
立
し
た
空
き
家
対
策
法
で
す
が
、
そ

の
効
果
は
ど
の
程
度
上
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
結

論
か
ら
申
し
上
げ
れ
ば
、
空
き
家
の
解
体
な
ど
に
た
ど
り

着
く
ケ
ー
ス
は
、
極
め
て
ま
れ
で
す
。

　
ま
ず
、
全
国
に
、
ど
の
程
度
の
「
特
定
空
き
家
」
と
な

り
得
る
空
き
家
が
存
在
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
図

７
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
の
総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
腐
朽
・
破
損

25

の
あ
る
空
き
家
は
、
全
国
に
２
０
７
万
１
千
戸
あ
り
ま
し

た
が
、
う
ち
１
０
２
万

３
千
戸
は
、
賃
貸
用
・

売
却
用
の
住
宅
で
、
こ

れ
ら
の
空
き
家
は
、
借

り
手
や
買
い
手
が
見
つ

か
れ
ば
、
修
繕
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
除
外
す

る
と
、「
特
定
空
き
家
」

の
候
補
と
な
る
空
き
家

は
、
１
０
４
万
８
千
戸

と
な
り
、
全
国
に
、
相

8
（図７）



当
数
の
危
険
な
空
き
家

が
存
在
す
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
空
き

家
対
策
法
に
基
づ
い
て
、

市
町
村
が
所
有
者
に
対

し
、
解
体
な
ど
の
命
令

を
行
っ
た
件
数
は
　
件
、

23

代
執
行
又
は
略
式
代
執

行
を
行
っ
た
件
数
は
　46

件
と
、
い
さ
さ
か
桁
が

違
う
よ
う
な
気
も
し
ま

す
（
図
８
、
こ
の
う
ち
、

略
式
代
執
行
の
数
が
、
所
有
者
不
明
の
空
き
家
に
当
た
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。）。

　
　
市
町
村
に
よ
る
措
置
に
は
限
界

（３）

　
こ
の
よ
う
に
、
残
念
な
が
ら
、
空
き
家
対
策
法
の
効
果

は
、
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由

は
簡
単
で
す
。
住
宅
の
解
体
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か

る
か
ら
で
す
。

　
図
９
は
、
あ
る
民
間
解
体
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
っ
た
住
宅
解
体
費
用
の
見
積
も
り
の
例
で
す
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、
解
体
費
用
と
し
て
、
戸
建
て
の
一
般

住
宅
で
あ
れ
ば
２

０
０
万
円
程
度
は

覚
悟
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
し
、

古
い
農
家
な
ど
で

は
、
解
体
費
用
と

し
て
５
０
０
万
円

が
相
場
と
い
う
話

も
聞
き
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
多
額

9

特定空家等に対する措置の実績
合　計Ｈ28年度Ｈ27年度

措置
件数

市区
町村数

措置
件数

市区
町村数

措置
件数

市区
町村数

6,4053143,5152212,890167助言・指導
26784210745725勧　　　告
2319191743命　　　令
1111101011代　執　行
3529272388略式代執行

（図８）

ある民間業者の住宅解体費用見積もりの例
家の状況によっても大きく変わってくるため、参考程度に
捉えるようにしましょう。（業者による注釈）

（図９）

解体費用坪　数建物の造り
30.4万円9.31坪木造住宅
127.4万円47.25坪木造住宅
228万円51.55坪木造住宅
236万円15.2坪鉄骨造住宅
260万円42坪鉄骨造住宅
55万円9.7坪鉄筋コンクリート造住宅
237万円41坪鉄筋コンクリート造住宅

出典　国土交通省



の
費
用
を
市
町
村
が
負
担
し
て
住
宅
を
解
体
し
て
も
、
所

有
者
が
不
明
の
場
合
は
、
請
求
先
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
た
と
え
請
求
先
が
探
索
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
探

索
や
回
収
に
は
、
相
当
な
コ
ス
ト
を
要
し
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
空
き
家
対
策
法
に
よ
る
代
執
行
は
、
長
年

に
わ
た
り
多
数
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
余
程
ひ
ど
い

状
態
の
空
き
家
に
対
処
す
る
た
め
の
、「
伝
家
の
宝
刀
」
的

な
も
の
で
あ
り
、
結
局
、
市
町
村
に
よ
る
措
置
に
は
、
か

な
り
の
限
界
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
　
平
成
　
年
に
と
ら
れ
た
「
所
有
者
不
明
土
地

30

問
題
」
対
策

　
　「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
」
と
は

（１）（
九
州
の
面
積
を
上
回
る
「
所
有
者
不
明
土
地
」）

　
最
近
、「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
」
と
い
う
こ
と
が
、
マ

ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
は
、
一
般
財
団
法
人
国
土
計
画
研
究
会
に
置

か
れ
た
「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
研
究
会
」（
座
長
　
増
田

寛
也
・
元
総
務
大
臣
）
が
提
起
し
た
も
の
で
す
。

　
同
研
究
会
が
、
国
土
交
通
省
や
法
務
省
の
サ
ン
プ
ル
調

査
を
も
と
に
、
平
成
　
年
に
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
現
実
の

29

登
記
名
義
人
と
実
際
の
所
有
者
が
異
な
る
土
地
が
、
我
が

国
の
総
土
地
面
積
の
　
・
３
％
を
占
め
（
約
４
１
０
万
　
）、

20

ha

九
州
の
面
積
（
３
６
８
万
　
）
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う

ha

結
果
で
し
た
。

　
こ
れ
が
、
２
０
４
０
年
に
は
、
北
海
道
本
島
の
面
積（
７

９
０
万
　
）
と
同
じ
く
ら

ha

い
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
　
）。
１０

（
相
続
登
記
未
了
の
土
地

の
増
加
）

　
何
で
こ
ん
な
こ
と
が
起

こ
る
か
と
い
う
と
、
相
続

10
（図１０）



時
に
、
相
続
人
に
よ
る
登
記
が
な
さ
れ
ず
、
登
記
名
義
人

が
、
死
亡
し
た
被
相
続
人
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
最
大
の
理
由
で
す
。

　
平
成
２
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
我
が
国
の
土
地
神
話
は

崩
壊
、
不
動
産
価
格
は
低
落
期
に
入
り
ま
し
た
。
不
動
産

に
つ
い
て
の
遺
産
分
割
は
面
倒
な
上
、
登
記
や
不
動
産
の

管
理
に
は
お
金
も
か
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
利
用
価
値
の

乏
し
い
不
動
産
は
、
相
続
登
記
未
了
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
は
、
農
地
や
山
林

に
つ
い
て
は
バ
ブ
ル
崩
壊
前
か
ら
顕
在
化
し
て
い
ま
し
た

し
、
宅
地
に
つ
い
て
も
、
最
近
地
価
が
上
昇
に
転
じ
た
大

都
市
の
一
部
の
例
外
を
除
き
、
拡
大
し
、
加
速
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
も
っ
と
も
、
国
や
自
治
体
が
、
手
間
と
時
間
を
か
け
て

相
続
人
を
追
っ
て
い
き
、
所
有
者
を
探
索
す
れ
ば
、
真
実

の
所
有
者
に
行
き
着
く
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
多
い
よ
う

で
す
が
、
こ
れ
に
は
コ
ス
ト
も
か
か
り
ま
す
し
、
行
き
着

い
た
と
し
て
も
、
相
続
人
は
１
人
と
は
限
り
ま
せ
ん
（
全

国
に
何
十
人
、
何
百
人
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
ま

す
。）。

　
こ
の
よ
う
な
「
所
有
者
不
明
土
地
（
不
動
産
）」
の
存
在

は
、
先
に
述
べ
た
空
き
家
対
策
推
進
上
の
障
害
と
な
っ
て

い
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
公
共
事
業
や
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
の
際
の
用
地
取
得
や
換
地
処
分
を
困
難
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、
農
地
や
山
林
が
打
ち
捨
て
ら
れ
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
所
有
者
不
明
土
地
問
題
に
対
応
し
て
と
ら
れ

（２）

た
対
策

（
所
有
者
不
明
土
地
利
用
円
滑
化
特
措
法
）

　
平
成
　
年
の
通
常
国
会
で
、「
所
有
者
不
明
土
地
の
利

30

用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
成
立
し
ま
し

た
。

　
こ
の
法
律
で
は
、
現
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
所
有
者
不

明
土
地
（
建
物
の
あ
る
土
地
等
は
除
く
。）
に
つ
い
て
、

11



○
　
簡
易
な
手
続
き
で
公
共
事
業
の
土
地
収
用
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

○
　
民
間
の
事
業
で
あ
っ
て
も
、
地
域
住
民
の
福
祉
・
利

便
の
増
進
に
資
す
る
「
地
域
福
利
増
進
事
業
」（
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
や
農
産
物
直
売
所
（
図
　
）
な
ど
）
と
し
て

１１

認
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、　
年
以
内
の
利
用
権

１０

を
設
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
こ
と
な
ど
を
内
容

と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
所

有
者
不
明
の
空
き
地

に
つ
い
て
は
、
公
共

事
業
の
ほ
か
、
一
定

の
公
益
性
を
有
す
る

事
業
に
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

（
農
地
及
び
山
林
に
関
す
る
新
制
度
）

　
次
に
、
同
じ
く
平
成
　
年
の
通
常
国
会
で
、
農
業
経
営

30

基
盤
強
化
促
進
法
等
の
改
正
が
行
わ
れ
、
た
と
え
他
の
所

有
者
が
不
明
で
あ
っ
て
も
、
共
有
者
の
１
人
で
も
判
明
し

て
い
る
農
地
や
山
林
に
つ
い
て
は
、
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
改
正
は
、

○
　
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
公
告
・
探

索
の
手
続
き
を
経
れ
ば
、
共
有
者
の
１
人
の
意
思
表
示

で
、
農
地
の
中
間
管
理
機
構
（
農
地
の
利
用
・
集
積
を

担
う
）
へ
の
貸
し
付
け
を
可
能
に
す
る
こ
と

○
　
山
林
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
よ
る
探
索
・
公
告
の

手
続
き
を
経
れ
ば
、
共
有
者
の
１
人
の
意
思
表
示
で
、

市
町
村
へ
の
経
営
・
管
理
の
委
託
を
可
能
に
す
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
す
る
も
の
で
す
。

（
基
本
法
に
お
け
る
対
応
が
必
要
に
）

　
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
相
当
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、12

（図１１）茨城県取手市の農産物直売所



限
界
も
あ
り
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
前
者
の
対
策
は
、
公
共
事
業
の
ほ
か
、
一

定
の
公
益
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
農
地
・
山
林
に
係
る
後
者
の
対
策
は
、
最
低
で

も
共
有
者
の
１
人
が
判
明
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
、
し

か
も
、
そ
の
人
が
、
農
業
や
林
業
に
関
し
、
一
定
の
関
心

を
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
成
り
立

ち
得
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、

ど
う
し
て
も
、

民
法
な
ど
の
基

本
法
の
見
直
し

と
併
せ
て
、
抜

本
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、
法
務
省
で
は
、
国
土
交
通
省
や
農
林
水
産
省

と
協
力
し
な
が
ら
、
平
成
　
年
秋
に
、
省
内
に
、「
登
記
制

29

度
・
土
地
所
有
権
等
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長

　
山
野
目
章
夫
・
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
）
を
立
ち
上

げ
、
私
自
身
も
、
法
務
副
大
臣
の
立
場
で
参
加
し
、
学
識

経
験
者
に
よ
る
活
発
な
議
論
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た

（
図
　
）。
12

　
そ
の
上
で
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
国
を

挙
げ
て
、
日
本
列
島
を
再
改
造
す
る
く
ら
い
の
、
政
治
的

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
次
項
で
は
、
私
が
構
想
す
る
、
い
さ
さ
か
挑
戦
的
な
提

案
を
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。

Ⅲ
　「
日
本
列
島
再
改
造
」
の
提
案

　
以
下
に
述
べ
る
提
案
、
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
多
く
、
未

だ
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

13

（図12）登記制度・土地所有権の在り方等に関する研究会



　
し
か
し
、
法
務
省
初
め
、
国
土
交
通
省
や
農
林
水
産
省

の
担
当
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
て
い
く
と
、
極
め

て
魅
力
的
で
あ
る
と
い
う
反
応
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
具
体
的
に
述
べ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

０
　
考
え
方
の
基
礎

　
ま
ず
、
提
案
の
基
礎
と
な
る
考
え
方
２
点
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
政
策
の
目
標

（１）　
　
～
「
所
有
者
不
明
土
地
」
の
解
消
で
な
く

「
ス
ポ
ン
ジ
化
」
へ
の
抜
本
対
策

　
実
は
私
は
、「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
」
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、
個
人
的
に
は
余
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
問
題
の
本
質
が「
所
有
者
不
明
」で
あ
る
な
ら
ば
、

所
有
者
が
判
明
し
、
登
記
名
義
人
が
実
際
の
所
有
者
と
一

致
し
た
時
点
で
、
問
題
が
解
決
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
で
も
、
登
記
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
徹
底
し
、
登
記
名
義

人
が
何
十
人
、
何
百
人
に
も
上
る
共
有
の
土
地
が
至
る
所

に
存
在
す
る
状
況
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
我
が
国
の
土
地

利
用
の
問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
ま
あ
、

多
人
数
で
も
現
在
の
所
有
者
の
所
在
が
分
か
れ
ば
、
土
地

利
用
の
促
進
と
い
う
意
味
で
は
分
か
ら
な
い
よ
り
ま
し
で

す
が
。）。

　
や
は
り
、
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
は
、
国
土
の

「
ス
ポ
ン
ジ
化
」
を
抜
本
的
に
解
消
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

経
済
活
動
を
非
効
率
化
す
る
要
因
を
極
小
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
持
続
的
な
経
済
成
長

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
本
稿
の
表
題
を
、「
所
有
者
不
明
土
地
対

策
」
で
な
く
「
ス
ポ
ン
ジ
化
対
策
」
と
し
た
の
は
、
こ
の

よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
す
。
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政
策
の
進
め
方

（２）　
　
～
　
行
政
が
抱
え
込
む
の
で
な
く
民
間
に
よ

る
効
率
的
土
地
利
用
を
進
め
る

　
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
空
き
家
、
空
き
地
、
耕

作
放
棄
地
、
荒
廃
山
林
の
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

深
刻
化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
国
や
地
方
自
治
体
と
い
っ
た

公
的
セ
ク
タ
ー
が
、
一
旦
こ
の
よ
う
な
土
地
を
引
き
取
る

と
い
う
「
受
け
皿
機
関
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
実
際
、
荒
廃
山
林
の
管
理
な
ど
を
念
頭
に
、
平
成
　
年
36

度
か
ら
の
導
入
が
有
力
視
さ
れ
る
森
林
環
境
税
に
よ
り
、

市
町
村
が
山
林
を
維
持
管
理
す
る
財
源
と
し
て
、
毎
年
約

６
２
０
億
円
が
措
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た（
図
　
）。
１３

　
し
か
し
私
は
、
こ
の
よ
う
な
財
源
が
手
当
さ
れ
た
場
合

は
別
と
し
て
、
宅
地
や
農
地
に
つ
い
て
、
国
や
県
、
あ
る

い
は
市
町
村
が
「
受
け
皿
機
関
」
と
な
る
と
い
う
進
め
方

は
、
余
り
好
ま
し
い

と
は
考
え
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
第
１
に
、
ま

さ
に
管
理
の
た
め
の

財
源
を
ど
こ
か
ら
捻

出
す
る
か
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
例
え
ば
国

有
の
普
通
財
産
は
、

適
正
価
格
で
処
分
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
処
分
先
が
見
つ
か
る
か
ど
う
か
、
か
な
り
疑
問
で

す
。

　
最
終
的
に
そ
の
宅
地
や
農
地
を
利
用
す
る
の
は
、
公
共

的
用
途
に
供
す
る
場
合
を
除
け
ば
、
民
間
の
皆
さ
ん
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
政
策
の
進
め
方
と
し
て
、
民
間
に
よ
る
効

率
的
な
土
地
利
用
を
進
め
、
公
的
セ
ク
タ
ー
が
こ
れ
を
後

押
し
す
る
と
い
う
観
点
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

15
（図１３）森林環境税導入決定を伝える新聞記事



１
　
提
案
１
　
隣
の
家
や
隣
の
農
家
に
利
用
し
て

も
ら
い
将
来
は
時
効
取
得
　

　
　
誰
が
最
も
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
か

（１）　
特
定
空
き
家
や
耕
作
放
棄
地
が
存
在
し
、
保
安
上
も
、

衛
生
上
も
、
害
虫
駆
除
上
も
著
し
い
問
題
と
な
っ
て
い
る

場
合
、
誰
が
最
も
迷
惑
を
被
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
や

は
り
、
隣
の
家
や
隣
の
農
家
で
し
ょ
う
（
図
　
）。
１４

　
行
政
に
苦
情
を
言
っ
て
も
、

財
源
の
問
題
も
あ
り
、
な
か

な
か
重
い
腰
を
上
げ
て
く
れ

ま
せ
ん
し
、
農
地
の
場
合
は
、

共
有
者
が
誰
も
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
現
在
、
法
律
的
に

な
す
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　「
行
政
代
執
行
」
を
民
間
に
よ
り
さ
ら
に

（２）　
　「
代
執
行
」
～
　
利
用
権
を
設
定
、　
年
後
に

１０

　
　
時
効
取
得

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
保
安
上
、
衛
生
上
等
で
著
し
く

問
題
と
な
っ
て
い
る
特
定
空
き
家
に
つ
い
て
、
空
き
家
対

策
推
進
法
に
よ
り
、
市
町
村
長
が
代
執
行
に
よ
り
建
物
を

解
体
・
除
却
で
き
る
と
い
う
規
定
が
あ
る
の
で
す
が
、
財

源
の
問
題
も
あ
り
、
こ
れ
が
な
か
な
か
使
わ
れ
て
い
な
い

の
が
実
状
で
す
。

　
で
は
、
所
有
者
不
明
の
特
定
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
こ

の
解
体
・
除
却
に
つ
い
て
隣
の
家
が
費
用
負
担
し
、
そ
の

か
わ
り
そ
の
土
地
の
利
用
権
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
（
も
し
か
し
た
ら
所
有
者
が
名
乗
り
出
て
く

る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
更
地
で
、
駐
車
場
や
家
庭
菜
園

と
し
て
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。）。

　
そ
し
て
、　
年
間
平
穏
に
利
用
・
占
有
す
れ
ば
、
民
法

１０

の
時
効
取
得
の
規
定
に
よ
り
、
隣
家
が
そ
の
土
地
の
所
有
16

（図１４）隣の空き家が倒壊して自宅が損壊



権
を
得
、
そ
の
後
は
自
由
に
利
用
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が

第
１
の
提
案
で
す
。

　「
行
政
代
執
行
」
を
民
間
に
よ
り
「
代
執
行
」
す
る
と
い

う
新
た
な
考
え
に
加
え
、
そ
の
後
の
「
利
用
権
」
と
い
う

権
利
を
創
設
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
　
年
の
時
効
取
得
ま
で
の
期
間
中
、
真
正
の
所
有
者
が

１０
名
乗
り
出
て
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
所
有
者
が
解
体
・
除

却
に
か
か
っ
た
費
用
を
納
め
な
け
れ
ば
、
隣
家
が
、「
留
置

権
」
の
規
定
を
援
用
し
て
占
有
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
け
ば
、
損
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
所
有
者
不
明
の
耕
作
放
棄
地
に
も
、
同
様
の

仕
組
み
を
制
度
化
す
る
こ

と
も
可
能
で
し
ょ
う
。

　
何
か
奈
良
時
代
に
聖
武

天
皇
（
図
　
）
が
発
布
さ

１５

れ
た「
墾
田
永
年
私
財
法
」

に
似
た
イ
メ
ー
ジ
を
お
持

ち
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
こ
は
現
代
日
本
の
話
、
次
に
制
度
設
計
の
ポ
イ

ン
ト
を
述
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
制
度
設
計
上
の
ポ
イ
ン
ト

（３）　
民
法
に
は
、「
相
隣
関
係
」
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。

隣
か
ら
伸
び
て
き
た
木
の
根
は
、
隣
地
の
所
有
者
が
勝
手

に
切
っ
て
も
良
い
な
ど
、
隣
地
の
所
有
者
に
特
別
の
地
位

を
与
え
て
い
る
も
の
で
、
私
の
提
案
は
、
そ
の
拡
大
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
言
っ
て
良
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
制
度
設
計
上
は
、
行
政
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
ポ
イ
ン
ト
を
い
く

つ
か
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
第
１
に
、
隣
家
等
に
よ
る
解
体
・
除
却
や
再
開
墾
が
認

め
ら
れ
る
所
有
者
不
明
の
空
き
家
・
耕
作
放
棄
地
に
つ
い

て
は
、
行
政
や
農
業
委
員
会
に
よ
る
公
示
・
探
索
や
認
定

が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
費
用
を
誰
が
負

担
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
論
点
に
な
る
で
し
ょ
う
。

17
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第
２
に
、
解
体
・
除
却
や
再
開
墾
の
費
用
の
基
準
も
必

要
で
し
ょ
う
。
真
正
の
所
有
者
が
名
乗
り
出
て
き
た
と
き
、

社
会
通
念
に
照
ら
し
て
莫
大
な
費
用
を
納
め
な
け
れ
ば
占

有
を
回
復
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
憲
法
に
保
障

さ
れ
た
財
産
権
を
侵
害
す
る
と
の
そ
し
り
も
免
れ
ま
せ
ん
。

　
加
え
て
、
隣
の
家
や
隣
の
農
家
が
、
宅
地
や
農
地
に
つ

い
て
、
現
実
に
管
理
能
力
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
や
、

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
こ
と
を
悪
用
し
て
、
暴
力
団
な

ど
の
反
社
会
的
勢
力
が
特
定
空
き
家
の
隣
家
を
意
図
的
に

購
入
し
た
場
合
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
い
く
つ
か

詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
、
こ
の
制
度
は
、
当
初
は
極
め
て
危
険
な
特

定
空
き
家
、
極
め
て
迷
惑
な
耕
作
放
棄
地
か
ら
始
め
、
運

用
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、「
小
さ
く
産
ん
で
大
き

く
育
て
る
」
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
　
提
案
２
　
所
有
権
の
放
棄
は
適
切
な
後
継
者

を
探
し
て
か
ら

　
　「
所
有
権
の
放
棄
」
を
認
め
て
も
良
い
の
で
は

（１）

と
い
う
意
見

　
最
近
良
く
耳
に
す
る
の
が
、
特
に
土
地
に
つ
い
て
、「
所

有
権
の
放
棄
」
を
認
め
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
で
す
。
高
齢
で
蓄
え
も
な
く
、
山
林
や
農
地
、
田
舎

の
広
い
家
屋
敷
を
持
っ
て
い
て
も
管
理
の
仕
様
が
な
く
、

子
供
も
相
続
し
た
く
な
い
よ
う
だ
し
、
固
定
資
産
税
も
納

め
た
く
な
い
の
で
放
棄
し
た
い
と
い
う
例
は
、
全
国
に
結

構
あ
る
よ
う
で
す
（
図
　
　
住
宅
地
内
の
危
険
な
竹
藪
　

１６

相
続
の
　
代
、
資
金
が
払
底
、
管
理
に
限
界
、
放
棄
は
法

80

で
認
め
ら
れ
ず
（
西
日
本
新

聞
）。）。

　
こ
の
よ
う
な
「
所
有
権
の

放
棄
」を
認
め
る
と
、そ
の
所

有
権
は
、
現
行
法
上
、
国
に

帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

18
（図１６）住宅地内の危険な竹藪



　
そ
の
後
は
、
国
が
、
国
民
の
血
税
を
使
っ
て
、
適
正
に

管
理
し
、
適
正
価
格
で
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
、
所
有
権
を
放

棄
し
た
方
以
外
の
国
民
の
負
担
が
過
重
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
、
財
産
に
つ
い
て
は
、
相
続
人
以
外

の
第
三
者
に
贈
与
す
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

１
１
０
万
円
以
上
の
価
値
の
財
産
の
贈
与
に
は
贈
与
税
が

発
生
し
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
管
理
に
困
っ
た
土
地
を
、
管

理
し
て
も
ら
う
の
に
、
税
金
を
納
め
る
の
に
は
躊
躇
す
る

方
が
多
く
、
現
実
に
は
余
り
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う

で
す
。　

　
　
し
っ
か
り
管
理
で
き
る
後
継
者
を
探
し
て
こ

（２）

さ
せ
て
は

　
で
は
、
そ
の
土
地
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
の
で
き
る

後
継
者
を
探
し
て
こ
さ
せ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
場
合
に
つ
い
て
の
み
所
有
権
の
放
棄
を
認
め
、
そ

の
後
継
者
が
そ
の
土
地
に
利
用
権
を
設
定
し
、　
年
間
平

１０

穏
か
つ
適
切
に
利
用
・
占
有
す
れ
ば
、
先
ほ
ど
の
例
同
様
、

時
効
に
よ
り
所
有
権
を
取
得
さ
せ
て
は
ど
う
か
と
い
う
の

が
、
私
の
第
２
の
提
案
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
贈
与
契
約
は
、
当
事
者
間
の
契
約
で
あ
り
、

贈
与
税
が
発
生
す
る
た
め
、
特
別
の
人
的
関
係
が
あ
る
場

合
に
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
し
た
。

　
で
も
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
導
入
し
、
例
え
ば
、
公
的

機
関
が
、
土
地
を
利
用
し
た
い
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
リ
ス
ト

を
そ
ろ
え
て
お
け
ば
、
所
有
権
放
棄
を
望
む
土
地
所
有
者

は
、
適
切
に
管
理
で
き
る
後
継
者
を
探
し
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
。

　
　
制
度
設
計
上
の
ポ
イ
ン
ト

（３）　
こ
の
よ
う
な
制
度
は
、
一
方
で
、「
贈
与
税
を
伴
わ
な
い

贈
与
」
で
あ
り
、
節
税
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
だ
け
と
い
う

19



見
方
も
あ
り
得
ま
す
。

　
た
だ
、「
贈
与
」
が
、
契
約
の
時
点
で
所
有
権
が
移
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
後
は
行
政
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
き
か
な

い
の
に
比
べ
、
こ
の
制
度
で
は
、
行
政
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
及
ぼ
す
た
め
の
制
度
設
計
上
の
工
夫
が
で
き
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
第
１
に
、
後
継
者
と
な
る
管
理
者
が
、
少
な
く
と
も
　１０

年
間
、
し
っ
か
り
と
管
理
で
き
る
か
ど
う
か
、
行
政
が
審

査
す
る
制
度
と
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
審
査
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
制
度
へ
の

信
頼
を
得
る
前
提
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
後
継
者
と
な
る
管
理
者
と
し
て
、
暴
力
団
等

の
反
社
会
的
勢
力

が
い
た
場
合
、
審

査
に
よ
り
確
実
に

排
除
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん（
図
　
）。
ま
た
、

１７

後
継
者
と
な
る
管
理
者
が
、
実
は
投
機
目
的
で
適
切
な
管

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
外
国
・
内
国
資
本
で
は
な
い

か
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
と
思
い
ま
す
（
注
）。

　
第
２
に
、
後
継
者
と
な
る
管
理
者
が
、
そ
の
土
地
を
適

切
に
管
理
で
き
な
か
っ
た
と
き
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
制
度
も
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
贈
与
契
約
の
場
合
は
、
税
金
さ
え
納
め
れ
ば
、
所
有
権

を
取
得
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
打
ち
捨
て
ら
れ

て
し
ま
っ
て
も
、
行
政
は
何
も
言
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対

し
、
私
の
提
案
す
る
制
度
の
場
合
は
、
少
な
く
と
も
　
年
１０

間
は
適
切
に
利
用
し
て
頂
く
こ
と
が
大
前
提
と
な
り
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
「
食
い
散
ら
か
し
」
を
、
制

度
上
防
止
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

注
）
土
地
の
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
投
機

目
的
の
外
国
・
内
国
資
本
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
は
、
今
後
、
国
境
離
島
や
保
安
林
等
に
関
す
る
20
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土
地
取
引
の
チ
ェ
ッ
ク
の
制
度
設
計
に
も
、
大
き
な
前
進

を
も
た
ら
す
も
の
と
な
り
得
ま
し
ょ
う
。

　
我
が
国
の
土
地
神
話
が
崩
壊
し
て
か
ら
約
　
年
、
土
地

30

は
、
一
部
の
人
た
ち
に
と
って
、
利
用
価
値
よ
り
も
所
有
コ

ス
ト
の
方
が
大
き
い
も
の
に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
利
用
価
値
が
あ
る
と
評
価
す
る
人

た
ち
も
存
在
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
的
確
に
つ
な
い
で
い
く
の
が
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の

役
割
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
　
提
案
３
　
入
会
地
問
題
の
解
消

　
こ
れ
に
加
え
て
、
法
務
省
が
、
平
成
　
年
の
通
常
国
会

３１

に
法
案
の
提
出
を
検
討
し
て
い
る
、
入
会
地
な
ど
の
変
則

登
記
の
解
消
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
明
治
初
年
の
登
記
制
度
導
入
時
、
当
時
集
落
の
持
ち
物

と
な
っ
て
い
た
入
会
地
な
ど
の
共
有
地
は
、「
字
（
あ
ざ
）

持
」、「
○
○
兵
衛
ほ
か
　
名
」
な
ど
の
名
義
で
登
記
さ
れ

20

ま
し
た
。

　
各
集
落
の
「
鎮
守
の
杜
」
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

　
爾
来
１
５
０
年
、
当
時
集
落
に
住
ん
で
い
た
方
々
は
日

本
全
国
、
下
手
を
す
る
と
海
外
に
ま
で
散
ら
ば
り
、　
名
20

だ
っ
た
集
落
の
構
成
員
の
子
孫
は
、
膨
大
な
数
に
上
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
を
処
分
す
る
に
は
、
現
行
法
で
は
共

有
者
全
て
の
同
意
が
原
則
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
明

ら
か
非
現
実
で
す
。

　
こ
れ
を
、
基
本
的
に
は
現
在

居
住
す
る
方
々
の
同
意
で
、
処

分
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
検
討
の
方
向
性
で

す
。

　
こ
の
こ
と
で
、
少
し
で
も
鎮

守
の
杜
の
管
理
が
行
き
届
き
、

21
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我
が
国
の
原
風
景
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
幸
い

に
思
い
ま
す
（
図
　
）。
１８

Ⅳ
　
終
わ
り
に

　
以
上
、
国
土
の
ス
ポ
ン
ジ
化
の
問
題
、
現
行
対
策
の
有
効

性
と
限
界
、
新
た
な
提
案
等
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
ま
た
よ
う
に
、
国
土
の
ス
ポ
ン
ジ

化
の
問
題
は
、
人
口
減
少
や
第
１
次
産
業
の
後
継
者
難
が

も
た
ら
す
、
民
間
ス
ト
ッ
ク
面
で
の
構
造
的
な
課
題
で
す
。

　
人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
土
地
の
価
格
が
低
落
気
味
に
な

る
こ
と
は
当
然
で
す
し
、
土
地
の
利
用
価
値
よ
り
も
保
有

コ
ス
ト
の
方
が
大
き
い
と
考
え
る
人
は
、
あ
る
い
は
さ
ら

に
増
加
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
我
が
国
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
ど
の
地
域
も
そ

の
特
色
を
い
か
し
な
が
ら
、
山
が
ち
の
国
土
を
、
上
手
に

利
用
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
我
が
国
の
人
口
は
、
墾
田
永
年
私
財
法
が
発
布
さ
れ
た

当
時
の
奈
良
時
代
に
は
、
約
６
０
０
万
人
で
し
た
、
全
国

各
地
で
の
新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
江
戸
時
代
で
も

約
３
０
０
０
万
人
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
当
時
、
農
地
や
山
林
が
打
ち
捨
て
ら
れ
た
と

い
う
話
は
聞
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
は
、
国
土
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
は
、
日
本
国
民
の
旺
盛
な
活
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
の
提
案
は
、
も
と
よ
り
問
題
の
全
て
に
応
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
政
策
を
、「
小
さ
く
産
ん
で
大
き

く
育
て
る
」
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
構
造
的
な
大
問
題
の
半

分
で
も
解
決
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
前
進
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
略
を
、「
日
本
列
島
再
改

造
」
と
も
言
う
べ
き
、
国
家
的
な
事
業
と
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
も
、
政
治
家
と
し
て
、
真
正
面
に
こ
の

問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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「
ス
ポ
ン
ジ
化
」へ
の
抜
本
的
対
策
を

 　
〜 

ス
ト
ッ
ク
面
で
の
挑
戦
的
成
長
戦
略

        

都
市
・
田
園
・
山
林
の
荒
廃
に
歯
止
め
を
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